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村山高康教授は, 2010年（平成22年）３月をもって本学を定年により退
職されることとなりました。学院・大学・学部の中枢を担ってこられた先
生がお辞めになるのは, 法学部としては無論のこと, 大学・学院にとりま
しても大きな痛手です。誠に残念でなりません。先生の本学に対する長年
にわたる教育・研究・行政への多大な貢献に対し, ささやかではあります
が感謝の意を捧げるため, 先生の退職記念号を刊行し, 謹んで献呈する次
第です。
村山高康先生は, 1940年のお生まれで, 私立南山中学・南山高校をご卒
業の後, 1960年４月愛知大学法経学部経済学科に入学, 同卒業の後, 1966
年４月愛知大学大学院公法学研究科公法学専攻修士課程入学, 同課程を修
了, 1968年４月より愛知大学大学院公法学研究科研究生として３年間在籍
されました。1971年４月桃山学院大学社会学部助手に就任, 1974年本学社
会学部助教授に昇任, 1985年４月には教授に昇任されました。先生は, 本
学への就任以来, ２期３年間に渡り社会学部長を務め, 社会学部の発展に
貢献されました。その後も法人評議員, 大学評議員など, 数々の要職を歴
任されました。とりわけ2001年５月よりおよそ６年間, 常務理事として大
学経営の中枢で活躍されました。当時の学院経営は, 決して楽なものでは
ありませんでした。右肩上がりの高度成長期の大学経営とは異なり, 少子
化の嵐が吹きすさぶ中での学院経営, 真面目にやればやるほど『敵役』を
引き受けざるをえず, しり込みをしがちなものです。そのような厳しい状
況の中で, 村山先生は, 臆することなくその役割を果たし, 様々な施策の
断行により学院財政の健全化に大きな功績を残してきました。今日, 学院
が厳しい経営環境の中, まがりなりにも健全財政を維持し得ているのも,
こうした先生のお働きがあったればこそといえるでしょう。
献 呈 の 辞
また, 村山先生は, 2002年４月法学部の創設にあたって, 中心メンバー
の一人として多大なる貢献をいたしました。本学法学部は, 既存の法学部
と異なって組織, 運営面等, 様々な面でユニークな施策を取り入れており
ますが, 学部創設という大事業の中で, 切れの良い発言と合理主義に徹し
た姿勢は, とかく迷路に迷い込む議論を明快に整理し, 大局的な視点を忘
れがちな論議を, 要を押さえてリードして下さいました。とりわけ設置認
可に関わる文部科学省との折衝の折には, 先生の説得力のある説明が大い
に力を発揮し, その功があって法学部はほとんど何の留保条件もなく認可
される運びとなりました。これも先生のお働きなくしては果たし得なかっ
たことでありましょう。
先生は, 研究面においてもイギリス政治史の分野で優れた業績をあげら
れています。もちろん, 先生の精密にして多岐にわたるご研究を論じ尽く
すことは到底できることではありません。ただ知的刺激に富んだ先生の研
究の一端をここに紹介させていただきたいと思います。
先生の研究における主要な関心事は, ピューリタン革命期のイギリスに
あります。そこで展開された核心的な論点は,「平等派」(Levellers) によ
り提示された「人民協約」 とりわけ『第３次協約』 に結実したデ
モクラシー原理こそ近代デモクラシーの『原像』をなすものであり, アメ
リカ独立革命やフランス大革命を起こした思想潮流の底流なし, デモクラ
シー原理の理解にこの視点は不可欠のものであると述べておられます。
ピューリタン革命は,「政治からの呪術的・魔術的性格を排除する役割
を果たした……とりわけ平等派は,「信教の自由」の原則を踏まえて, 徹
底した政治の宗教からの脱却を追求し」宗教的呪縛から解放された「平明
にして合理的な国家体制」を志向したのである。しかしながら, イギリス
の現実の政治は, ここで示された理念による政治体制を選択しなかった。
むしろ,「イギリス政治は, つねに原理を既製の制度の中に融合すること
で, その原理を「熟成」させたり「腐食」させたりしたことにより, 本来
近代主権国家のもつ明示的構造を覆い隠してしまった」が,「近代デモク
ラシーの本質を検討し, かつそれが現代世界の政治動向に持つ意味を考察
するには, イギリスの近代デモクラシー成立過程の研究が不可欠である」
と提唱されておられます。先生のご研究こそがこの分野での広汎にして緻
密な研究の集大成と申せましょう。
また, 先生のピューリタン革命期への関心は, 当時の最大の思想家ホッ
ブスにまで拡がり, 近年の御論稿では, ホッブス的世界に宿命的に生きざ
るをえないアメリカの姿を興味深く, つぎのように描いておられます｡
「アメリカは「国民総武装」国家という, 国家本来の成り立ちを変えるこ
となく, 強大な武力とカルヴァン主義神学および啓蒙主義思想を掲げなが
ら, それによって「世界支配」に向かうことを止めることはできない。い
いかえれば絶えざる世界のアメリカ化＝「自由と民主主義」の拡大を指向
しなければならないのである。何故ならば, このことのみがアメリカの未
来への生存の保障だからである」と, 現代アメリカに関する極めて鋭い分
析を提示しておられ, イギリスに源を発する近代デモクラシー史への深い
理解をなくしては辿りつかない先生ならではの洞察といえましょう。
最後に, 桃山学院大学は, 村山高康先生の優れた業績と長年にわたる大
学への貢献を称え, 名誉教授の称号を授与することを決定いたしました。
先生に於かれましては, 今後とも健康に一層留意され, 益々のご活躍を祈
念するとともに, 後進への変わらぬご指導とご鞭撻をお願いする所存です。
先生の長きにわたるご貢献, ご指導にたいしてここに改めて御礼を申し述
べたいと思います。
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